
教教
育育
セセ
ンン
タタ
ーー
でで
「「
調調
査査
･･研研
究究
のの

発発
表表
会会
」」
をを
実実
施施
しし
まま
しし
たた

◇
日
野
第
一
小
学
校

「
ふ
れ
合
う
学
び
合
う
感
じ
合

う

inふ
る
さ
と
日
野
」

◇
日
野
第
三
小
学
校

「
思
考
力
・
表
現
力
を
高
め
る
算
数

科
の
指
導
」

◇
日
野
第
四
小
学
校

「
学
ぶ
楽
し
さ
の
実
感
と
自
ら
学
ぶ

意
欲
の
向
上
を
目
指
し
て
」

◇
平
山
小
学
校

「
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
た
く
ま
し
く

生
き
る
力
の
育
成
」

◇
滝
合
小
学
校

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
む

子
供
の
育
成
」

◇
日
野
第
七
小
学
校

「
科
学
的
に
考
え
る
子
を
育
て
る
指

導
の
あ
り
方
」

◇
旭
が
丘
小
学
校

「
自
然
や
人
と
の
関
わ
り
を
大
切
に
し

て
、
自
ら
学
ぼ
う
と
す
る
児
童
の
育
成
」

◇
東
光
寺
小
学
校

「
豊
か
に
表
現
す
る
力
を
育
て
る
指

導
法
の
工
夫
・
改
善
」

（
学
校
課
）

教
育
セ
ン
タ
ー
で
は
、
学
校
教
育

基
本
構
想
に
基
づ
く
次
の
四
つ
の
課

題
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
し
、
２
月

23日
に
発
表
し
ま
し
た
。

①
不
登
校
児
童
・
生
徒
の
学
習
支
援

（
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
開
発
）
研
究

②
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
の
開
発

③
理
科
教
育
推
進
研
究

④
郷
土
（
ひ
の
）
教
育
推
進
研
究

特
に
、
不
登
校
児
童
・
生
徒
の
在

宅
で
の
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
学
習
に
道

筋
を
つ
け
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
授
業
研
究
に
当
た
る
も

の
で
あ
り
、
学
校
の
授
業
改
善
に
活

か
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

学学学
校校校
ににに
おおお
けけけ
るるる
食食食
育育育

平
成

20年
３
月
に
｢日
野
市
食
育

推
進
計
画
｣が
策
定
さ
れ
、
翌

21年

３
月
に
は
「
日
野
市
み
ん
な
で
す
す

め
る
食
育
条
例
」
が
制
定
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、「
食
に
関
す
る
指
導
の

全
体
計
画
及
び
年
間
指
導
計
画
」
が

小
中
学
校
全
校
で
作
成
さ
れ
て
お
り
、

各
校
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

全
校
に
配
置
さ
れ
て
い
る
栄
養
士

は
、
色
々
な
形
で
食
育
の
取
組
を
行

な
っ
て
お
り
、
毎
回
の
給
食
を
「
生

き
た
教
材
」
と
捉
え
、
い
か
に
し
て

成
長
期
の
大
切
な
時
期
に
お
い
し
く

食
事
を
提
供
で
き
る
か
、
彩
り
や
組

合
せ
な
ど
献
立
の
工
夫
、
調
理
の
工

夫
な
ど
情
報
交
換
を
し
な
が
ら
取
組

ん
で
い
ま
す
。

日日日
野野野
産産産
野野野
菜菜菜
ををを
使使使
っっっ
ててて

222666年年年

東
光
寺
・
堀
之
内
・
平
山
の
３
地

区

36協
力
農
家
が
、
給
食
用
と
し
て

低
農
薬
で
栽
培
し
た
旬
の
野
菜
が
、

市
内
小
中
学
校
全
校
の
給
食
に
届
け

ら
れ
ま
す
。
年
間
を
通
し
て

30種
以

上
の
地
場
産
野
菜
が
届
き
、
収
穫
時

に
は
日
野
産
の
お
米
も
使
用
し
ま
す
。

児
童
・
生
徒
は
野
菜
が
持
つ
旬
な
ら

で
は
の
本
物
の
味
や
実
物

展
示
を
通
し
て
旬
を
五
感

で
実
感
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
日
野
市
内
の
養

鶏
場
の
「
さ
く
ら
卵
」
を

全
校
で
使
用
し
て
い
ま
す
。

「
さ
く
ら
卵
」
は
国
産
の
鶏
に
非
遺

伝
子
組
換
の
大
豆
粕
な
ど
、
こ
だ
わ

り
の
飼
料
で
育
て
た
鶏
が
産
ん
だ
卵

で
す
。

日日日
野野野
産産産
大大大
豆豆豆
プププ
ロロロ
ジジジ
ェェェ
ククク
トトト
ががが

農農農
水水水
省省省
局局局
長長長
賞賞賞
ををを
受受受
賞賞賞

国
産
の
安
全
な
大
豆
を
地
元
の
畑

で
無
農
薬
栽
培
し
、
学
校
給
食
で
食

べ
さ
せ
た
い
と
の
想
い
か
ら
市
内
小

学
校
の
給
食
調
理
員
、
栄
養
士
、
市

民
、
大
学
生
な
ど
の
ボ
ラ
ン
チ
ィ
ア

で
始
ま
っ
た
「
日
野
産
大
豆
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
が
、「
地

域
に

根
ざ
し
た
食

育
コ
ン
ク
ー
ル
２
０
０
９
」
で
「
農

林
水
産
省
消
費
・
安
全
局
長
賞
」
を

受
賞
し
ま
し
た
。

収
穫
さ
れ
た
大
豆
は
年

に
１
回
、
豆
腐
に
な
っ
て

学
校
給
食
に
提
供
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
年
度
は
納
豆

に
も
挑
戦
し
ま
し
た
。

発行 日野市教育委員会（編集 教育部学校課）

教
育
目
標

ひ

の

っ

こ

ら こ う 世 界 へ

び よ う と も に

く ろ う 夢 を

え よ う 自 分 を

紙面から

「「教教育育ののままちち 日日野野」」をを実実践践 １１

ＩＩＣＣＴＴ活活用用教教育育ののささららななるる充充実実をを目目指指ししてて １１

ひひののっっ子子ががんんばばっってていいまますす ２２

「「ふふるるささとと日日野野」」をを郷郷土土資資料料館館でで楽楽ししももうう ２２

……………………

……

………………………

……

日
野
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
活
用
教
育
を
さ
ら
に
充
実
・
発
展

さ
せ
る
た
め
、
国
の

施
策
で
あ
る

「
平
成

21年
度
学
校
情
報
通

信
技

術

環
境
整
備
事
業
」
に
参
画
し
、
そ
れ

を
受
け
て
現
在
、
市
内
全
小
中
学
校

の
普
通
教
室
に
「
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ

レ
ビ
」
と
そ
の
活
用
の
た
め
の
専
用

パ
ソ
コ
ン
等
を
配
備
し
つ
つ
あ
り
、

４
月
か
ら
は
そ
れ
ら
を
活
用
し
た
授

業
が
、
各
学
校
で
展
開
さ
れ
て
い
き

ま
す
。

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
は
、

52イ

ン
チ
の
大
型
液
晶
テ
レ
ビ
で
、
整
備

す
る
一
部
は
「
電
子
ボ
ー
ド
」
の
機

能
も
併
せ
持
つ
た
め
、
こ
れ
ま
で
の

「
ｅ
-黒

板
」
や
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
」

の
活
用
と
組
み
合
わ
せ
、
授
業
の
工

夫
の
幅
が
大
き
く
広
が
り
ま
す
。

今
後
こ
れ
ら
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活

用
に
よ
り
、
視
覚
的
に
具
体
的
な
イ

メ
ー
ジ
が
子
供
た
ち
に
伝
わ
り
や
す

く
な
る
機
会
が
増
え
、
そ
の
こ
と
が

「
わ
か
る
授
業
」
に
つ
な
が
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
野
市
で
は
、
平
成

20年
度
よ
り

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活
用
状
況
を
「
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
」「
授
業
」「
校
務
」
の
３
つ

の
部
門
で
審
査
を
行
い
、
一
定
の
基

準
に
達
し
た
学
校
に
は
、
日
野
市
独

自
の
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ

マ
ー

ク
」（

下
図
）

を
授
与
し
て
い
ま
す
。

こ
の
マ
ー
ク
は
、
３
つ
の
部
門
す

べ
て
で
「
合
格
」
し
ま
す
と
、
絵
が

完
成
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
お
り
、

そ
の
絵
は
「
日
野
市
の
形
」
に
な
る

よ
う
に
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
内
各
学
校
は
、
こ
の
マ
ー
ク
の

取
得
を
目
指
し
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
向

上
、
授
業
・
校
務
で
の
活
用
に
進
ん

で
取
り
組
ん
で
お
り
、
今
年
度
は
前

回
に
比
べ
マ
ー
ク
取
得
校
数
が
大
幅

に
増
え
ま
し
た
。
来
年
度
は
、
全
校

が
全
部
門
で
取
得
で
き
る
こ
と
を
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

（
庶
務
課
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
教
育
推
進
室
）

学
校
の
励
み
と
な
っ
て
い
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
マ
ー
ク
審
査

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
等
の
整
備

ＩＩＩＩＩ
ＣＣＣＣＣ
ＴＴＴＴＴ
活活活活活
用用用用用
教教教教教
育育育育育
ののののの

さささささ
ららららら
ななななな
るるるるる
充充充充充
実実実実実
ををををを
目目目目目
指指指指指
ししししし
ててててて
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１
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
給
食
を
作
る
自
校
調
理
方
式

２
栄
養
士
を
１
校
１
名
配
置

３
安
全
な
食
材
を
使
用
し
、
だ
し
や
ル
ー
も
材
料
か
ら

４
日
野
市
内
で
採
れ
た
野
菜
・
り
ん
ご
・
た
ま
ご
を
使
用

５
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
や
食
堂
を
備
え
る
な
ど
、
食
環
境
を
整
備

あ
る
日
の
中
学
の
給
食

古
代
米
の
赤
飯
（
地
元
の
黒
米
使
用
）

魚
の
黄
金
焼
き

切
干
大
根
の
炒
煮

冬
瓜
の
す
ま
し
汁
（
地
元
の
冬
瓜
使
用
）

日
野

市
の

学
校

給
食

「
安
全
で
お
い
し
く
楽
し
い
給
食
」

「「教教育育ののままちち 日日野野」」をを実実践践

平山小学校での研究発表会

小小小小
学学学学
校校校校

����校校校校
でででで
研研研研
究究究究
発発発発
表表表表
会会会会
がががが
開開開開
催催催催
ささささ
れれれれ
まままま
しししし
たたたた

今
年
度
、
日
野
市
教
育
委
員
会
よ
り
研
究
奨
励
校
の
指
定
を
受
け
た
小
学
校
８
校
で
、
研
究
発
表

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

研
究
発
表
会
は
、
日
野
市
の
当
面
す
る
教
育
課
題
や
学
校
独
自
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
１
年
間
、

学
校
が
行
っ
て
き
た
研
究
の
成
果
を
、
保
護
者
や
地
域
の
皆
様
、
教
育
関
係
者
等
に
見
て
い
た
だ
く

も
の
で
、
各
学
校
に
は
、
全
国
か
ら
多
数
の
参
観
者
が
あ
り
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
「
生
き
る
力
」
を
は
ぐ
く
み
、
一
人
ひ
と
り
の
学
力
の
質
的
向
上
を
図
る
た
め
、

今
後
も
、
様
々
な
課
題
研
究
に
取
り
組
み
、「
教
育
の
ま
ち

日
野
」
の
実
践
に
努
め
ま
す
。

研
究
発
表
会
が
行
な
わ
れ
た
学
校
と
研
究
テ
ー
マ
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。



潤
徳
小
学
校

★
潤
徳
小
学
校
児
童
で
構
成
す
る
サ
ッ

カ
ー
ク
ラ
ブ
「
潤
徳
ガ
ル
ー
ダ
Ｆ
Ｃ
」

の
４
年
生
（
写
真
）
が
、
第

28回
東

京
都
少
年
ジ
ュ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー
大
会

に
お
い
て
、
１
位
リ
ー
グ
ブ
ロ
ッ
ク

で
２
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

ブ
ロ
ッ
ク
２
位
入
賞
は
、
参
加
し

た
４
年
生

614チ
ー
ム
の
中
で
８
位
以

内
に
入
る
快
挙
で
す
。

★
潤
徳
小
学
校
５
年
生
、
橋
本
啓
吾

君
（
写
真
）
が
、
第

28回
「
海
と
さ

か
な
」
自
由
研
究
コ
ン
ク
ー
ル
（
朝

日
新
聞
社
主
催
）
で
、
入
賞

16作
品

に
選
ば
れ
ま
し
た
。

同
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
全
国
の
小
学

生
を
対
象
に
、
海
と
さ
か
な
と
暮
ら

し
と
の
関
わ
り
を
様
々
な
角
度
か
ら

捉
え
調
査
研
究
を
行
う
作
品
コ
ン
ク
ー

ル
で
、
応
募
２
万
６
、０
５
７
作
品

の
中
か
ら
入
賞
作
品
の
一
つ
に
選
ば

れ
た
も
の
で
す
。

旭
が
丘
小
学
校

理
科
委
員
会
新
聞
が

文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞

旭
が
丘
小
学
校
理
科
委
員
会
で
は
、

雑
木
林
の
自
然
を
紹
介
す
る
委
員
会

新
聞
を
発
行
し
て
お
り
、
こ
の
活
動

に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
も
賞
を
頂
い
て

き
ま
し
た
。
今
回
、
朝
日
新
聞
社
の

主
催
す
る
第

39回
「
学
校
新
聞
コ
ン

ク
ー
ル
」
で
、
文
部
科
学
大
臣
賞
の

受
賞
が
決
ま
り
ま
し
た
。

日
本
一
の
雑
木
林
が
教
育
活
動
に

も
生
か
さ
れ
た
も
の
で
す
。

日
野
第
一
中
学
校

日
野
一
中
合
唱
部

都
ヴ
ォ
ー
カ
ル
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

コ
ン
テ
ス
ト
で
銅
賞
を
受
賞

日
野
第
一
中
学
校
合
唱
部
が
、
２

月

13日
、
北
と
ぴ
あ
で
行
わ
れ
た

「
東
京
都
ヴ
ォ
ー
カ
ル
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
コ
ン
テ
ス
ト
（
Ｔ
Ｖ
Ｅ
Ｃ
）」
に

参
加
し
ま
し
た
。

コ
ン
テ
ス
ト
で
は
宮
沢
賢
治
作
詞
、

鈴
木
輝
昭
作
曲
「
イ
ー
ハ
ト
ー
ヴ
」

組
曲
か
ら
「
星
め
ぐ
り
歌
」
と
「
水

仙
月
の
四
日
」
を
歌
い
き
り
、

27団

体
の
中
で
銅
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

合
唱
部
は
１
年
生
、
２
年
生
の
部

員

16名
と
い
う
少
な
い
人
数
で
も
、

３
年
生
が
抜
け
た
分
を
力
一
杯
補
い
、

今
回
の
受
賞
に
結
び
付
け
ま
し
た
。

地
域
と
共
に

!!

平
山
中
学
校

２
月
６
日
、
平
山
中
地
区
育
成
会

主
催
の
「
第

19回
浅
川
ふ
れ
あ
い
マ

ラ
ソ
ン
大
会
」
が
晴
天
の
も
と
平
山

中
学
校
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

中
学
生
は
、
前
日
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
「
ト
ン
汁
作
り
」
に
参
加

し
、
大
会
当
日
も
大
会
運
営
に
貢
献

し
ま
し
た
。
ま
た
、
競
技
で
も
中
学

生
を
は
じ
め
、
地
域
の
年
長
児
か
ら

大
人
ま
で

400名
を
超
え
る
参
加
者
で

大
変
盛
り
上
が
り
、
怪
我
人
等
も
な

く
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

大
会
に
お
け
る
中
学
生
の
活
躍
に
、

地
域
の
方
々
も
絶
賛
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
度
、
市
内
に
事
業
所
を
設
置

す
る
エ
プ
ソ
ン
販
売
株
式
会
社
様
よ

り
、
ベ
ル
マ
ー
ク
点
数
の
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
環
境

教
育
の
推
進
と
教
育
支
援
活
動
の
一

環
と
し
て
行
っ
て
い
る
、
エ
プ
ソ
ン

製
品
イ
ン
ク
・
ト
ナ
ー
カ
ー
ト
リ
ッ

ジ
の
リ
サ
イ
ク
ル
回
収
に
対
し
て
、

ベ
ル
マ
ー
ク
財
団
が
点
数
と
し
て
付

与
し
、
エ
プ
ソ
ン
販
売
株
式
会
社
が

社
会
貢
献
と
し
て
実
施
さ
れ
た
も
の

で
す
。
ベ
ル
マ
ー
ク
点
数
の
交
換
は
、

各
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
限
ら
れ
て

い
る
た
め
、
各
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
相

談
し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

エ
プ
ソ
ン
販
売
株
式
会
社
様
に
は
、

こ
の
場
を
借
り
て
改
め
て
御
礼
申
し

あ
げ
ま
す
。

（
庶
務
課
）

郷
土
資
料
館
は
、
子
ど
も
た
ち
が

ふ
る
さ
と
日
野
と
出
会
う
機
会
を
提

供
し
て
い
ま
す
。展

示
･体

験
学
習
会
･

講
座
な
ど
を
開
催
し
、
日
野
の
自
然

や
歴
史
に
つ
い
て
様
々
な
こ
と
を
伝

え
て
い
ま
す
。
ふ
る
さ
と
を
テ
ー
マ

に
生
き
る
力
を
育
て
な
が
ら
、

楽
し

い
思
い
出
づ
く
り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
郷
土
資
料
館
ま
つ
り
】

４
月

24・

25日

郷
土
資
料
館
の
活
動
を
詰
め
込
ん

だ
資
料
館
ま
つ
り
は
、
自
然
観
察
会

や
餅
つ
き
、
竹
の
手
作
り
お
も
ち
ゃ

な
ど
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
楽
し
め

る
祭
り
で
す
。

会
場

：

郷
土
資
料
館

【
平
成

22年
度
の
展
示
予
定
】

企
画
展
示
①
～
④
は
郷
土
資
料
館
に
て

①
七
生
丘
陵
の
自
然
と
く
ら
し

４
月

10日
～
７
月

11日

昨
年
度
開
催
し
た
同
テ
ー
マ
の
特

別
展
示
の
ミ
ニ
展
示
。
七
生
地
域
の

歴
史
や
丘
陵
の
自
然
を
紹
介
し
ま
す
。

②
今
年
も
や
り
ま
す
！
「
稲
生
物
怪

録
絵
巻
」
公
開

７
月

17日
～
８
月

31日

江
戸
時
代
に
妖
怪
と
戦
っ
た
少
年

の
物
語
。
実
際
に
起
こ
っ
た
出
来
事

を
絵
巻
で
紹
介
し
ま
す
。

③
土
の
中
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
２
０
１
０

９
月
４
日
～

11月

28日

市
内
で
発
掘
さ
れ
た
遺
跡
か
ら
出

土
し
た
土
器
・
石
器
な
ど
の
遺
物
を

展
示
し
ま
す
。
昔
の
人
々
の
暮
ら
し

に
思
い
を
は
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

④
暮
ら
し
の
道
具
今
・
昔

12月
４
日
～
４
月
３
日

昭
和
初
期
か
ら
戦
後
ま
で
の
生
活

を
中
心
に
、
当
時
の
人
々
の
く
ら
し

を
考
え
ま
す
。
昔
の
道
具
に
つ
い
て

の
学
習
に
も
役
立
ち
ま
す
。

特
別
展
「
新
聞
記
事
で
見
る
日
野
市

の
あ
ゆ
み

50年
ー
昭
和
編
ー
」

10月
２
日
～

12月

12日

平
成

25年
に
市
制
施
行

50年
を
迎

え
る
日
野
市
。
市
制
施
行
の
昭
和

38

年
か
ら
の
日
野
市
の
あ
ゆ
み
を
新
聞

や
「
広
報
ひ
の
」
な
ど
か
ら
た
ど
り

ま
す
。
会
場
は
新
選
組
の
ふ
る
さ
と

歴
史
館
。

【
体
験
学
習
会
】

自
然
観
察
会
、
農
業
体
験
の
エ
コ

ラ
イ
フ
ク
ラ
ブ
、
夏
休
み
子
ど
も
講

座
、
秋
の
収
穫
祭
･正
月
飾
り
作
り
･

ど
ん
ど
焼
き
な
ど
季
節
を
感
じ
る
行

事
も
開
催
。
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

楽
し
め
る
体
験
学
習
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

当
館
の
行
事
は「

広
報
ひ
の
」･ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

日
野
市
郷
土
資
料
館

日
野
市
程
久
保

550（旧
高
幡
台
小
学
校
）

電
話

：

５
９
２
-０
９
８
１

月
曜
休
館
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）
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麻
し
ん
・
風
し
ん
定
期
予
防
接
種

は
、
一
生
の
う
ち
に
２
回
の
予
防
接

種
で
免
疫
を
確
実
に
獲
得
す
る
こ
と

が
で
き
、
中
学
１
年
生
・
年
長
児
の

年
代
は
、
法
定
（
無
料
）
に
よ
り
予

防
接
種
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

年
長
児
と
中
学
１
年
生
は
、
法
定

（
無

料
）
で

予
防

接
種
で
き
る
平
成

22年
３
月
末
ま
で
に
、
必
ず
接
種
す

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
４
月
か
ら
年
長
児
に
な
る

方
や
中
学
に
入
学
す
る
方
も
、
４
月

１
日
か
ら
な
ら
法
定
（
無
料
）
で
予

防
接
種
で
き
ま
す
の
で
、
早
め
に
予

防
接
種
を
し
ま
し
ょ
う
。

予
防
接
種
を
受
け
る
に
は
、
日
野

市
健
康
課
か
ら
送
付
さ
れ
る
「
麻
し

ん
風
し
ん
（
Ｍ
Ｒ
）
混
合
第
３
期
予

防
接
種
の
お
知
ら
せ
」
を
ご
覧
の
上
、

実
施
医
療
機
関
に
電
話
連
絡
し
、
健

康
保
険
証
と
母
子
手
帳
と
予
診
票
を

持
参
し
て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
課

（
電
話
５
８
１

―
４
１
１
１
）

麻麻
しし
んん
（（
はは
しし
かか
））・・
風風
しし
んん
のの

予予
防防
接接
種種
をを
受受
けけ
まま
しし
ょょ
うう
！！
～～
年年

長長
児児
～～

～～
中中
学学
一一
年年
生生
～～

日
野
第
一
小
学
校
の
戸
田
和
子
教

諭
が
、
平
成

21年
度
文
部
科
学
大
臣

優
秀
教
員
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
賞
は
、
学
校
教
育
に
お
い
て

教
育
実
践
等
に
顕
著
な
成
果
を
挙
げ

ら
れ
た
方
に
贈
呈
さ
れ
る
も
の
。
戸

田
教
諭
は
、
同
校
に
お
い
て
、
特
別

な
支
援
を
要
す
る
児
童
へ
の
教
育
活

動
を
積
極
的
に
推
進
し
、
特
別
支
援

教
育
の
基
盤
を
確
立
し
た
功
績
が
認

め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

東
京
都
教
育
委
員
会
職
員
表
彰
は

都
の
教
育
の
発
展
に
貢
献
し
、
そ
の

功
績
が
顕
著
な
職
員
に
送
ら
れ
る
も

の
で
、
今
年
度
、
日
野
市
か
ら
次
の

３
名
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

○
森
本
友
明
（
大
坂
上
中
副
校
長
）

部
活
動
の
充
実
・
発
展
に
向
け
た

取
組
み

○
楠
雅
代
（
日
野
三
小
主
任
教
諭
）

特
別
支
援
教
育
の
充
実
・
発
展
に

向
け
た
取
組
み

○
後
藤
朋
子
（
七
生
緑
小
主
任
教
諭
）

合
唱
指
導
と
都
小
音
研
で
の
研
究

推
進

（
学
校
課
）

一
小

戸
田
和
子
教
諭
が

文
科
省
優
秀
教
員
表
彰
を
受
賞

「「
ふふ
るる
ささ
とと
日日
野野
」」をを

郷郷
土土
資資
料料
館館
でで
楽楽
しし
もも
うう

東
京
都
教
育
委
員
会
職
員
表
彰

ひひひひ
のののの

っっっっ
子子子子

がががが
んんんん

ばばばば
っっっっ

てててて
いいいい

まままま
すすすす

雑木林の小鳥
（理科委員会児童による撮影）

小
・
中
学
校
へ

の
寄
付

の
お
礼
と

ご
報
告


